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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 サイトメガロウイルス（CMV）は先天性及び後天性

に種々の臓器をおかし，眼では網脈絡膜炎が重要であ

る．ウイルスの種特異性のため動物実験は不可能で

あった．そこでヒトCMV眼感染のモデルとして，マ

ウスCMVマウス系を用い，急性期及び慢性期におけ

る病態及び潜伏感染等につき調べた．

 方法

 マウス唾液腺継代早智Smith株マウスCMV及び

細胞継代弱毒Smith株マウスCMVを用い， ICR／sic

マウス及びBalb／cマウスの前房内または角膜にウイ

ルスを接種し，感染急性期のマウスCMV抗原の局在

を蛍光抗体法で検出し，同時にウイルス力価を測定し

た，また慢性期の諸臓器をC3H／Hejマウス線維芽細

胞と共生培養し潜伏感染ウイルスを検出した．また潜

伏感染マウスにC3H／Hejマウス脾細胞移入， cyclo－

phosphamideによる免疫抑制がウイルスの再活性化

に及ぼす影響を調べた．

 結果

 1．前房内接種群では，12～8日齢ICR／sicマウス

に上職株を接種すると3日目に虹彩，7日目に虹彩，

脈絡膜，網膜，強膜，眼筋，唾液腺，涙腺にウイルス

抗原を認め，14日目以後になると唾液腺のみ抗原陽性

であった．強毒株接種10週齢マウス及び弱毒株接種14

日齢マウスでは一過性に虹彩病変をおこした．弱毒株

接種10週齢マウス及び角膜接種群では諸臓器にウイル

ス抗原は陰性であった．

 2．感染急性期におけるウイルス力価は強毒株接種

の場合，眼球で2日目：104・5TCID50／0．1gとなり，以

下21日目：103・oTCID50／0．1gまで力価は漸減した．顎

下腺では5日目に始めて105・oTCID5。／0．1gとなり，以

後21日目：108・7TCID50／0．1gまで増加した．弱毒株接

種の場合，顎下腺のみで力価測定できた．

 3．慢性期において，軍馬様前房内接種群では，共生

培養により，網膜，脈絡膜，強膜，角膜，虹彩，水晶

体，視神経，三叉神経節，涙腺，唾液腺，下垂体から

ウイルスが再分離された．また強毒岬山腔内接種群で

も眼球，涙腺，唾液腺を始め種々の臓器からウイルス

が再分離された．

 4．マウスCMV潜伏感染マウスから免疫抑制によ

り，眼球，涙腺，唾液腺でウイルスが再活性化された．

 結論

 マウスCMVがぶどう膜をおかし，唾液腺などの腺

上皮に移行し存続することがわかった．これはヒト

CMVと類似すると考えられた．

 急性期にウイルス抗原が分布した臓器に潜伏感染が

おこることがわかった．

 免疫抑制により潜伏感染マウスCMVが眼球，涙腺，

唾液腺で再活性化された．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は種特異性のため実験的研究が制約されていたヒトサイトメガロウイルス眼感染の解明に，

モデルとしてマウスーマウスサイトメガロウイルスの系による実験が用いうるものであることを示し

たものであり，学術上の価値があると認める．
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